
医療看護実習Ⅱ（急性期） 前期～後期 3

横内　光子、藤原　由子、小野　聖子、西原　翼

［ 到達目標 ］
1.	周手術期にある患者、急性発症の状況にある患者の身体・精神・社会的な特徴について理解できる。
2.	急激に変化する患者の全身状態に応じて提供される看護の内容とその意図を理解し、指導を受けながら看護を実践することができる。
3.	患者が手術や侵襲的治療を受けるにあたり、利用できる医療資源や社会資源、短期的および長期的な支援を行う医療連携体制について考えることができる。
4.	急性期にある患者とその家族に関わる姿勢や、急性期看護に必要な態度を身に付けることができる。
5.	看護実践の体験を通して感じたことや考えたことを学生同士で話し合い、急性期にある患者の特徴と看護について考えることができる。

［ 授業概要 ］
成人期から老年期にある患者を対象とし、何らかの病気または傷害により、手術をはじめとする身体的負担の大きい治療を受ける急性期にある患者の身体・精神・
社会的な特徴を理解する。患者およびその家族にとって、生命や健康が危機的状態におかれる体験の意味を理解し、回復に影響を及ぼす患者とその家族の特性
をアセスメントすることで、苦痛を緩和し、患者とその家族のもつ回復力を最大限に引き出すための看護を学ぶ。
科学的根拠に基づいた専門的知識と技能を総合的に活用し、手術や治療の侵襲による心身の反応をとらえながら、症状や苦痛を緩和し、予防的ケアを行う経験を
通じて急性期看護の特徴を理解する。急性期にある患者との関わりを通して、これまでに学習した知識や技能、および倫理的・道徳的態度を統合し、実践する力を
養う。
実習では、急性期の実務経験のある教員と臨床における実習指導者が、急性期看護の実践ができる過程をサポートする。

［ 準備学修（予習・復習）の内容・時間 ］
急性期看護論を含めた既習の関連科目の復習を行うこと。特に人体のしくみと機能Ⅰ・Ⅱ、疾病と治療Ⅱ・Ⅲ、感染免疫学、栄養代謝学、薬理学などの医学的基礎
知識についても十分に復習しておくこと。

［ 授業計画 ］
病院にて、以下の通り3週間の実習を行う予定にしているが、社会的な感染症の蔓延状況によっては臨地に行く期日や時間が短縮される場合がある。また見学や
参加等できない項目がある場合は、学内実習等で補うことがある。
1.原則として、1～2名の周手術期患者あるいは急性疾患の患者を受け持ち、看護過程を展開しながらアセスメントと援助の実際を学ぶ。
2.原則として、受け持ち患者の検査や手術、血管内治療等を見学し、検査中、手術中あるいは治療中の看護を学ぶ。
3.手術前は、術前検査、術前訓練などを、手術後は、手術後の観察、手術後清潔の援助、離床の援助、退院指導などについて、指導を受けながら実施する。
4.実習内容は、一定の様式の実習記録に記載する。
5.日々のカンファレンスにおいて、情報や学びを共有し、学習上の問題解決を図る。
6.中間カンファレンスと最終カンファレンスにおいて、実習を通じて得た具体的な学びから、周手術期あるいは急性期にある患者・家族の特徴と看護の特徴について
考察する。
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PBL（課題解決型） ○ 反転授業 ○

ディスカッション・ディベート グループワーク ○

プレゼンテーション ○ 実習、フィールドワーク ○

その他
学内ではシュミレーション演習、臨地では実践演
習

[アクティブラーニング授業]

実務経験のある教員による授業 〇



医療看護実習Ⅱ（急性期） 前期～後期 3

横内　光子、藤原　由子、小野　聖子、西原　翼
［ 成績評価方法 ］
目標達成度（100％）

［ 課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法 ］
実習記録に関しては、随時教員から学生に指導を含めたフィードバックを行う。実習の目標達成度においては、臨地における最終日において学生、実習指導者、教
員の三者で面談を行う。自己評価表および最終レポートへについては教員からのコメントを記載したうえで、臨地の実習指導者から紙面上で助言が得られた場合
はそちらも合わせて学生へ年度末に返すことする。

［ オフィスアワー（質問等の受付方法） ］
詳細は、KISSシステムにて確認して下さい。

［ メールアドレス ］
詳細は、KISSシステムにて確認して下さい。

[ この授業と関連する学科のディプロマ・ポリシー（DP） ] 

学科DP番号／DP内容：看護1-1／（プロフェッショナリズム）
生命、人の尊厳を尊重し、人々の基本的人権を擁護する看護を実践することで、自立した看護専門職としての使命・役割と責務を果たすことができる。
成績評価方法：目標達成度

学科DP番号／DP内容：看護1-2／（科学的根拠に基づいた課題対応能力）
人々の健康増進、疾病の予防、健康の回復、苦痛の緩和のために科学的根拠に基づいた専門的知識と技能が身についている。
成績評価方法：目標達成度

学科DP番号／DP内容：看護2-2／（看護の表現力）
自分との対話や他者との対話、社会との対話を通して自らを律していく力や他者と関わっていく力や社会に提言していく力が身についている。
成績評価方法：目標達成度

学科DP番号／DP内容：看護2-3／（倫理的実践と道徳的態度）
看護実践における倫理の重要性をふまえ、倫理原則、倫理的判断過程、思考方法を学び、看護実習をとおして道徳的態度が身についている。
成績評価方法：目標達成度

学科DP番号／DP内容：看護3-2／（協働・協力）
保健医療福祉の連携の中で協働・協力して自ら活動していける。
成績評価方法：目標達成度

[ この授業と関連する大学全体の教育目標 ] 

教育目標が示す資質・能力等／資質・能力等の内容_：主体性／自分の意志・判断で行動する能力・姿勢
成績評価方法：目標達成度

教育目標が示す資質・能力等／資質・能力等の内容_：責任感／社会や組織の一員としての自覚を持ち、その規範やルールに従って行動し、その発展に貢献する
能力・姿勢
成績評価方法：目標達成度

教育目標が示す資質・能力等／資質・能力等の内容_：自己理解／自分自身の性格や価値観を理解する能力・姿勢
成績評価方法：目標達成度

教育目標が示す資質・能力等／資質・能力等の内容_：協働性／立場や意見の相違を乗り越えて、他者と協力して行動する（協働する）能力・姿勢
成績評価方法：目標達成度

教育目標が示す資質・能力等／資質・能力等の内容_：多様性理解／自分とは異なる社会的・文化的背景を持つ人々が存在し、多様な価値観が存在することを理
解する能力・姿勢
成績評価方法：目標達成度

教育目標が示す資質・能力等／資質・能力等の内容_：表現力／自分の考えを適切な手段・方法で表現し、他者に伝えて、理解を得る能力・姿勢
成績評価方法：目標達成度

教育目標が示す資質・能力等／資質・能力等の内容_：論理的思考力／筋道に沿って物事を考え、結論を導く能力
成績評価方法：目標達成度

教育目標が示す資質・能力等／資質・能力等の内容_：問題発見力／現状を分析して問題を明らかにし、その解決方法を見出せる能力
成績評価方法：目標達成度

教育目標が示す資質・能力等／資質・能力等の内容_：計画・実行力／課題の解決に向けた計画を立て、それを実行する能力
成績評価方法：目標達成度

［ 教科書（ISBN） ］

［ 参考書（ISBN） ］
書籍名:ナーシング・グラフィカ  成人看護学(4)：周術期看護　第4版 著者名:中島 恵美子 出版社名:メディカ出版 ISBN:9784840475396
書籍名:臨床外科看護総論　第12版 著者名:池上 徹 出版社名:医学書院 ISBN:9784260049986
書籍名:臨床外科看護各論　第10版 著者名:北川　光雄 出版社名:医学書院 ISBN:9784260049900
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